
 

 

 

 

〇ハクチョウ、飛び立つ 

３月１日に都立
と り つ

一次
い ち じ

分割
ぶんかつ

･前期
ぜ ん き

入試
にゅうし

の結果
け っ か

発表
はっぴょう

があり、 

大きな節目
ふ し め

を迎
むか

えました。学校では一人一人の進路
し ん ろ

が決
き

 

まるまで引き続き丁寧
ていねい

に支援
し え ん

していきます。３年生は卒 

業式まであと２週間と差
さ

し迫
せま

り、様々
さまざま

な思いが立ち込
こ

め 

てきていると思います。３年生は大きな山を越
こ

えようと 

している今、ハクチョウの飛
と

び立つ雄姿
ゆ う し

とも重
かさ

なります。 

ハクチョウは様々
さまざま

美しさの例
たと

えに用いられてり、夏の夜 

空を彩
いろど

る天
あま

の川
がわ

（天の川銀河
ぎ ん が

）を雄大
ゆうだい

に渡
わた

るように見え 

るはくちょう座
ざ

もそのうちの１つでしょう。さて、ハク 

チョウの繁殖地
はんしょくち

はシベリア方面ですので巣立
す だ

ちは日本で 

はありませんが、日本で越冬
えっとう

を終えたハクチョウ（オオハクチョウ、コハクチョウ）はシベリアに向けて飛

び立とうしているところです。その距離
き ょ り

は日本列島の長さと言われる約３，０００ｋｍ前後もあり、途方
と ほ う

も

ない距離です。途中の島々で餌
えさ

をついばんで渡
わた

るにせよ、約１０ｋｇもある大きな体を飛行
ひ こ う

させるには並大抵
なみたいてい

の努力ではないと思います。餌の不足や寒さ・天候
てんこう

不良
ふりょう

の影響、海を渡っている間は餌が食べられない不安

やあせり、実際
じっさい

には相当
そうとう

な空腹
くうふく

もあることでしょう。しかし、その飛行姿
すがた

は優雅
ゆ う が

にて美しく自信
じ し ん

に満
み

ちてい

て雄大
ゆうだい

で、不安
ふ あ ん

や心配
しんぱい

を感じさせません。そのようなハクチョウの姿を見た人々は多くのことをハクチョウ

から学び取っています。その一つに「ハクチョウの水かき」という言葉があります。 水面で華麗
か れ い

に泳いでい

るハクチョウでも、水面下では激しく水をかいているように、簡単に目標を達成したように見える人も、実

は裏で地道
じ み ち

な努力を、誰もが真似
ま ね

できないくらい積
つ

み重ねている。」といった教えです。実はハクチョウの

生態
せいたい

として上記の言葉は当てはまらないことが科学的
かがくてき

に証明
しょうめい

されているのだそうですが、大いに考えさせら

れる言葉だと思っています。卒業期を迎えた３年生は、正
まさ

に 古
いにしえ

の人々が感じ取ってきたハクチョウの

心意気
こころいき

・姿
すがた

を宿
やど

してきたような印象
いんしょう

を受けます。３年生が新町中を飛び立つのは３月１９日です。１・２

年生はその３年生の雄姿を見届けつつ来年度、再来年度の自分の姿だと感じてください。ところで、実際の

ハクチョウは新町中には生息していませんが、写真のハクモクレンがあります。花言葉に「気高さ」、「高潔

な心」、「荘厳」などとあり、ハクチョウを見るかのようです。卒業式の時期に毎年咲き、卒業生に花を添え

ています。機会がありましたらご覧ください。今年度の卒業式ですが、コロナ禍
か

を克
こく

服
ふく

しつつあると同時に、

引き続きウイズコロナでもあります。こられのことを参酌
さんしゃく

し、２年生は同席
どうせき

していただくことにしました。

１年生は生徒会役員と学級委員のみといたします。「富士塚」へのご精読
せいどく

有難うございました。今年度は本号

をもって最終号
さいしゅうごう

とさせていただきます。保護者・地域の皆様、この１年間本校の教育方針・活動にご理解と

ご協働
きょうどう

をいただき、有難うございました。お陰様で教職員一同、生徒の成長を願い学校経営方針に基づき努

力することができました。また、ご指摘
し て き

等も数々いただきました。保護者様とのコミュニケーションを一層

努力しなければいけないとも感じています。令和６年度も全ての生徒に、本校の教育目標が行き届くようよ

う学校経営を進めて参りますのでよろしくお願い申し上げます。 

 

〇新標準服の決定（令和７年度新入生から順次着用） 

 １月号でもお知らせしましたが新標準服
しんひょうじゅんふく

の改定
かいてい

作業
さぎょう

を 

生徒会中心に進めてきたところです。去
さ

る１月に３つの新
しん

 

標準 服
ひょうじゅんふく

案
あん

から生徒に選択してもらいました。その結果、 

右図の通り、ズボン及びスカートがチェック柄となる③が 

多数を示しました。校長はこれを踏まえて、③をもって意 

思決定させていただきました。③についての情報はすでに 

     

富士塚 
教育目標 ・すすんで学ぼう  ・美しい心を育てよう  ・たくましい体をつくろう 

経営理念 自分と人類の幸福を創造する人材の育成 

令和６年３月５日第１１号 

青梅市立新町中学校 

校  長 小熊 克也 

 

３月号 

新町中北校舎近くに咲くハクモクレン R5.3.19 撮影 



１月号に掲載していますがこの機会に改めて紹介させていただきます。エンブレムデザインも、ブレザー

刺繍用
ししゅうよう

として、本ページ一番下の通りにデザイン作成者の 3D〇〇〇〇さんと生徒会役員生徒により決定して

いただきました。〇〇さんが構想したエンブレムデザインの謂
いわ

れ等も合わせて紹介します。 

その構想は青梅と新町中の未来を熱く語っており、とても感動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇全体的なバランスを考えてデザインしたため、意味の

ないものがあることを承知
しょうち

していただきたいです。エ

ンブレム上部の王冠
おうかん

はバランスを取るために入れまし

た。 

〇左右脇
わき

に生えている草は青梅の自然と私たちを表した

若葉です。これからの青梅を創っていく若い芽
め

（＝自

分たち）のような解釈
かいしゃく

です。 

〇左右にある羽
はね

は未来へ羽
は

ばたいて行くという意味が込

められています。また翼
つばさ

でなく羽なので、一人でなく

みんなで（１つの羽が集
あつ

まって翼になるように）頑張

るなどの団結
だんけつ

の意味もあります。 

〇新町中のＳを取ってエンブレムの中央に置きました。

（Ｓから）線が増えていたり、渦
うず

を巻
ま

いているように

も見えたりすると思います。これは多摩川などの清流
せいりゅう

を表すとともにしなやかさ、柔軟
じゅうなん

さを表しています。 

ブレザー刺繍用のエンブレ

ムデザイン（右）とその謂
いわ

れ

等（左） 

※作成者 3D〇〇〇〇さん 

の考え～感動を覚えます 

生徒会朝礼 2/13 

で、生徒会長 2A〇〇 

〇〇さんから紹介さ

れました。 



 

（１）３/１９に卒業式
そつぎょうしき

を迎
むか

えます 

 すでに３年保護者様への案内
あんない

通知
つ う ち

を卒業生
そつぎょうせい

に渡
わた

しています。卒業生の保護者様におかれましては、門出の

お見届けをぜひよろしくお願いいたします。なお、卒業生、在校生及
およ

び教職 員
きょうしょくいん

はマスクを外
はず

すことを基本
き ほ ん

としています。ただし、コロナ等
とう

のへの不安
ふ あ ん

がある場合
ば あ い

は、着用
ちゃくよう

しても構
かま

いません。 

（２）年度
ね ん ど

末
まつ

の保護者会
ほ ご し ゃ か い

があります（２年３／５火、１年３／６水） 

すでにご案内
あんない

させていただいておりますが、年度のまとめとなる保護者会です。ご多用
た よ う

のところ恐れ入り

ますが、万障
ばんしょう

お繰
く

り合
あ

わせの上、ご出席
しゅっせき

いただきますようよろしくお願いいたします。なお、今年度から 

３年生の年度末保護者会はなくなりましたのでご了承ください。 

（３）修了式
しゅうりょうしき

（１・２年）は３／２５月、そして春
はる

休
やす

みは３／２６火からです 

 １・２年生は学級
がっきゅう

納
おさ

めとなります。１年間様々
さまざま

な出来事
で き ご と

がこのクラスで、そして級友間
きゅうゆうかん

であったと思いま

す。新学期
しんがっき

から良
よ

いスタートを切
き

るためにも良い終
お

わり方
かた

をしてください。単純
たんじゅん

にはいかないと思う人もい

ると思いますが、ことわざなどに「終わり良ければ全
すべ

て良し」、「有終
ゆうしゅう

の美
び

を飾
かざ

る」という言葉
こ と ば

があります。

最後
さ い ご

の最後まで諦
あきら

めないで努力
どりょく

してください。ここでの努力は、進級
しんきゅう

時
じ

の学級
がっきゅう

での自分の姿
すがた

を占
うらな

うこと

になるかも知
し

れません。ところで、２年生は３年生になるとすぐに全国
ぜんこく

学力
がくりょく

・学習
がくしゅう

状 況
じょうきょう

調査
ちょうさ

（国語と数学）

（4/18）があります。１・２年で学んできた学習がどのくらい身
み

に付
つ

いているのか、どこを苦手
に が て

としている

のかが明確
めいかく

になります。これは、この後
あと

に控
ひか

えている進学先
しんがくさき

の決定
けってい

等
とう

にも影響
えいきょう

を与
あた

えることになります。２

年生はぜひこの春休みに１・２年の復習
ふくしゅう

に意
い

を払
はら

ってください。１年生は２年生の後 姿
うしろすがた

を見て、１３日間

と短
みじか

い春休みですが、１年生で学んだ学習の苦手分野
ぶ ん や

の復習に勤
いそ

しみましょう。特に数学に意
い

を払
はら

ってくだ

さい。 

（４）新２・３年生の始業式
しぎょうしき

は４／８月、入学式は４／９火です 

 不安
ふ あ ん

と期待
き た い

が入り乱
みだ

れていると思いますが、在校生
ざいこうせい

（１・２年生）の皆
みな

さんはそれぞれ進級
しんきゅう

します。不安

があっても、新入生（新１年生）の方がもっと大きいでしょう。大変
たいへん

な時こそ、「人を助
たす

けてあげる」、「人に

優
やさ

しく接
せっ

してあげられる」自分でいてください。大いに期待
き た い

しています。そして先生方
がた

は皆さんに必要
ひつよう

な支援
し え ん

を行いますので共に頑張
が ん ば

っていきましょう。 
 

〇 お知らせ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 青梅市教育委員会児童・生徒表彰者  ※敬称略 

 以下の３年生が対象となりました。おめでとうございます。１・２年生もぜひ後に続いてください。 

3B〇〇〇〇（模範表彰：人命救助・応急手当等の功績） 3A〇〇〇〇（功績表彰：テコンドーでの功績） 

3B〇〇〇〇（模範表彰：人命救助・応急手当等の功績） 3C〇〇〇〇（功績表彰：書道での功績） 

3C〇〇〇〇（模範表彰：人命救助・応急手当等の功績） 3D〇〇〇〇（功績表彰：陸上競技での功績） 

3D〇〇〇〇（模範表彰：人命救助・応急手当等の功績）  

 

令和５年度 学校関係者評価が定まりました すでに２月号にて自己評価（保護者、生徒アンケートを加味した教職員

による学校評価）を掲載しましたが、学校評議員（学校運営連絡協議会メンバーで教職員を除いた地域・保護者代表

の方々）による学校関係者評価をいただきました。本号予定表の裏面に同評価表がありますのでご覧いただけたら幸

いに存じます。これらを踏まえながら来年度の学校経営を進めて行きますのでよろしくお願いいたします。学校評議

員の皆様、１年間有難うございました。 ※令和５年度学校評議員 

田中    様（民生児童委員） 佐野    様（藤橋第２自治会長） 

大谷    様（保護司）  田中    様（本校ＰＴＡ会長） 

吉野    様（青少年新町地区委員会会長） 三好    様（本校ＰＴＡ副会長） 

角田    様（新町７・８・９丁目自治会長） 酒井    様（本校ＰＴＡ副会長） 

 

〇３月・４月初旬
しょじゅん

の学校ポイント 



〇２月学校の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２年東京校外学習２／２  青梅との比較に加え、平和の視点からも学習してきました 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令
和
５
年
度
 
青
梅
市
立
新
町
中
学
校
 
学
校
評
価
シ
ー
ト
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

項 目
 

経
営
 

目
標
 

本
年
度
の
 

重
点
 

具
体
的
な
方
策
 

評
価
 

分
析
結
果
 

改
善
策
 

学
校
関
係
者
 
評
価
記
入
欄
 

学
校
の
見
解
と
 

今
後
の
方
向
性
 

評
価
 

コ
メ
ン
ト
 

進 ん で 学 ぼ う
 

A
g
en

cy

教
育
に
基

づ
く
自
立

的
・
対
話

的
で
深
い

学
び
の
実

現
 

【
学
習
指
導

力
の
向
上
】

授
業
改
善
で

な
く
授
業
改

革
を

進
め

る
。
失
敗
を

恐
れ
ず
日
本

の
課
題
克
服

に
挑

戦
す

る
。

 

①
青
梅
市
校
内
研
究
指
定
校
と
し

て
、
研
究
を
推
進
し
、
教
科
部
会
・学

年
会
・管
理
職
授
業
観
察
等
で
の
協

議
を
深
め
、
研
究
主
題
「
A
ge

nc
y
・

A
A
R
サ
イ
ク
ル
を
も
と
に
し
た
自
立

的
・対
話
的
で
深
い
学
び
の
授
業
追

究
～

O
E
C
D
学
び
の
羅
針
盤

20
30

の
提
唱
よ
り
～
」を
実
現
す
る
。

 

   Ｂ
 

7
5
％

 

教
員
の
評
価
は
厳
し
く
「
よ
く
で

き
た
」
が
０
％
で
あ
っ
た
。
次
い
で

保
護
者
で
は
「
大
変
満
足
で
あ
る
」

が
１
２
．
６
％
、
生
徒
で
は
「
で
き

た
」
が
５
５
．
６
％
で
、
生
徒
の
評

価
が
一
番
高
か
っ
た
。
教
員
の
方

で
は
左
記
の
校
内
研
究
に
つ
い
て

一
進
一
退
の
様
子
が
う
か
が
え

る
。

 

令
和
５
年
度
末
に
行
っ
た
校

内
研
究
推
進
で
の
評
価
分
析
・

改
善
の
方
向
性
を
活
か
し
、引

き
続
き
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
目
指
す

Ａ
ｇ
ｅ
ｎ
ｃ
ｙ
・
Ａ
Ａ
Ｒ
サ
イ

ク
ル
を
生
か
し
た
授
業
改
革

を
推
進
し
、そ

の
成
果
が
得
ら

れ
る
よ
う
研
究
を
継
続
す
る
。 

 Ｂ
 

〇
生
徒
達
が
自
ら
考
え
る
授
業
、
大
変
良
い
と
思
い
ま
す
。
教
員
の
評
価
は
厳
し
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
継
続
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

〇
教
員
と
生
徒
の
間
に
は
開
き
が
あ
る
が
、
将
来
に
向
け
て
重
要
と
考
え
ら
れ
る
 

〇
理
解
度
別
に
ク
ラ
ス
分
け
を
し
、
し
っ
か
り
と
学
習
し
て
ほ
し
い
。
な
ぜ
勉
強
す
る
の
か
を
考
え
ら
れ
る
様
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
 

〇
『
OE
CD

ラ
ー
ニ
ン
グ
・
コ
ン
パ
ス
（
学
び
の
羅
針
盤
）
20
30
 
仮
訳
』
を
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
確
認
し
た
が
コ
ン
セ
プ
ト
や
方
針
レ
ベ
ル
で
あ
り
全
体
像
の
理
解
が
難
し
い
。
具
体
的
な
方
策
に

関
す
る
数
値
目
標
（
計
画
／
実
績
）
が
あ
る
と
良
い
。
 

〇
Ag
en
cy

教
育
の
実
現
は
、
一
朝
一
夕
に
は
難
し
い
。
ま
さ
に
日
々
の

AA
R
の
地
道
な
積
み
重
ね
が
重
要
だ
と
考
え
る
の
で
、
今
後
の
更
な
る
進
展
に
期
待
し
て
い
る
。
 

〇
授
業
公
開
で
生
徒
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
は
よ
く
見
か
け
る
が
、
中
に
は
授
業
と
は
関
係
の
な
い
ゲ
ー
ム
等
を
し
て
い
る
生
徒
も
い
る
。
義
務
教
育
で
は
タ
ブ
レ
ッ
ト
使
用
・
入
力
よ
り
も
書
く

力
を
身
に
付
け
る
方
が
大
事
で
は
な
い
か
。
 

Ag
en
cy

教
育
の
具
現
化
を

校
内
研
究
を
通
し
て
授
業

で
図
る
。確

か
な
学
力
を
身

に
付
け
る
た
め
に
、
従
来
通

り
書
く
こ
と
、そ

し
て
タ
ブ

レ
ッ
ト
等
の
利
活
用
の
ベ

ス
ト
バ
ラ
ン
ス
を
追
求
す

る
。
 

②
IC

T
の
活
用
：
電
子
黒
板
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
等
の
使
用
の
日

常
化
を
図
る
。
（受
験
５
教
科
は
週
２

回
以
上
、
実
技
教
科
週
１
回
以
上
） 

 Ｂ
 

8
0
.0
％

 

生
徒

評
価

で
は

「
で

き
た

」
（

M
A

X
）
が
６
４
．
０
％
で
、
前

年
度
比
で
１
５
．
８
ポ
イ
ン
ト
改

善
し
、
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
浸

透
し
て
き
て
い
る
。

 

日
常
化
の
継
続
を
行
う
と
と

も
に
、個

別
最
適
な
学
習
及
び

協
働
的
な
学
習
へ
の
活
用
力
・

指
導
力
を
高
め
て
い
く
。

 

Ｂ
 

〇
タ
ブ
レ
ッ
ト
も
か
な
り
浸
透
し
て
き
ま
し
た
。
不
登
校
生
徒
等
に
も
十
分
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
。
 
 
〇
今
後
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
が
ゲ
ー
ム
も
で
き
て
し
ま
う
こ
と
は
問
題
。
 

〇
学
校
授
業
で
の
電
子
黒
板
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
利
用
は
日
常
化
が
図
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
学
校
外
（
自
宅
等
）
に
お
け
る
ス
マ
ホ
等
利
用
に
よ
り
、
勉
強
や
宿
題
の
時
間
が
短
い
と
の
報
道
が
あ

る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
自
宅
持
ち
帰
り
は
、
自
宅
で
の
勉
強
・
宿
題
に
利
用
す
る
時
間
を
増
や
す
た
め
の
方
策
が
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
逆
に
書
く
こ
と
が
減
る
の
に
は
疑
義
が
あ
る
。 

〇
最
近
の
Ｄ
Ｘ
の
動
向
も
踏
ま
え
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
 
 

学
力
向
上
の
た
め
Ｉ
Ｃ
Ｔ

利
活
用
の
日
常
化
を
学
校

内
外
で
推
進
し
て
い
く
が
、

目
的
外
使
用
は
規
制
す
る
。 

③
自
立
的
家
庭
学
習
を
生
徒
に
課

し
、
受
験
５
教
科
で
、
毎
授
業
ご
と
に

授
業
ノ
ー
ト
ま
と
め
＋
興
味
・
発
展

調
べ
を
行
わ
せ
、
全
体
を
捉
え
る

学
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。

 

 Ｃ
 

6
5
.0
％

 

教
員
の
評
価
は
厳
し
く
「
よ
く
で

き
た
」、
「
で
き
た
」
を
合
わ
せ
る
と

５
２
．
１
％
に
留
ま
っ
た
。
令
和
５

年
度
の
新
規
事
業
だ
っ
た
が
、
保

護
者
の
意
見
（
身
に
付
い
て
な
い

等
）
を
踏
ま
え
、
実
施
方
法
の
在
り

方
を
再
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

 

授
業
ノ
ー
ト
ま
と
め
は
継
続

す
る
一
方
、
興
味
・
関
心
は
希

望
者
の
み
に
す
る
な
ど
改
善

を
図
る
。
ま
た
、
タ
ブ
レ
ッ
ト

等
の
活
用
も
検
討
し
、生

徒
が

よ
り
自
立
的
に
取
り
組
め
る

仕
掛
け
を
工
夫
す
る
。

 

 Ｃ
 

〇
新
規
事
業
と
の
事
、
こ
れ
か
ら
に
期
待
し
た
い
。
 
 
〇
生
徒
に
課
し
た
ノ
ー
ト
に
つ
い
て
は
教
員
が
し
っ
か
り
目
を
通
す
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
 

〇
テ
ス
ト
２
週
間
前
、
部
活
動
休
み
期
間
を
学
校
で
学
習
す
る
機
会
を
作
っ
て
み
て
は
ど
う
か
。（

放
課
後
な
ど
）
 
〇
学
習
の
習
慣
化
が
難
し
い
こ
と
は
十
分
承
知
し
て
い
る
。
 

〇
授
業
を
整
理
す
る
た
め
に
も
、
授
業
ノ
ー
ト
ま
と
め
は
必
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
理
解
で
き
な
か
っ
た
項
目
を
ネ
ッ
ト
等
で
調
べ
て
当
日
中
に
理
解
す
る
。
毎
日
行
え
ば
、
実
力
は
か
な
り
向

上
す
る
。
授
業
中
で
理
解
で
き
な
か
っ
た
こ
と
は
先
生
に
質
問
し
て
当
日
中
に
解
決
す
る
の
が
前
提
。
 

〇
一
昨
年
か
ら
青
梅
市
の
学
習
支
援
サ
ポ
ー
ト
で
中
学
生
を
担
当
し
て
い
る
。
数
学
な
ど
は
授
業
が
分
か
ら
な
い
 
→
 
復
習
や
自
習
も
で
き
な
い
 
→
 
ま
す
ま
す
嫌
い
に
な
る
、
と
い
っ
た

負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
っ
て
い
る
生
徒
も
多
い
と
推
察
す
る
。
や
は
り
、
基
本
の
振
り
返
り
と
「
わ
か
る
」
喜
び
を
如
何
に
実
感
し
て
も
ら
う
か
が
重
要
で
あ
る
。
 

〇
自
立
的
家
庭
学
習
で
あ
っ
て
も
楽
し
さ
が
追
究
で
き
る
よ
う
な
内
容
に
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
で
な
い
と
同
学
習
に
期
待
で
き
な
い
。
 

習
熟
度
の
違
う
生
徒
に
一

律
的
な
課
題
提
供
は
問
題

が
あ
る
。
生
徒
の
興
味
・
関

心
に
関
す
る
同
学
習
は
選

択
制
と
す
る
。
分
か
る
授

業
、
楽
し
い
同
学
習
と
な
る

よ
う
工
夫
し
て
い
く
。
 

美 し い 心 を 育 て よ う
 

     A
g
en

cy
教

育
に
基

づ
き

V
U

C
A
＆

D
iv

er
si

ty
＆

 

＆
In

cl
u
si

on
時
代
に
生
き

る
力
を
育
成
す
る
。

 

④
A

g
en

cy
を
引
き
出
す
校
則
の
見

直
し
、
生
徒
の
参
画
、
保
護
者
の
理

解
を
得
て
服
装
等
に
関
す
る
校
則

を
改
定
す
る
。
（第
Ⅱ
期
） 

 Ｂ
 

7
2
.5
％

 

肯
定
的
な
評
価
を
合
わ
せ
る
と
生

徒
は
８
０
．
９
％
で
教
員
、
保
護
者

よ
り
も
関
心
が
高
い
。
１
２
月
生

徒
総
会
で
、
標
準
服
改
定
の
議
決

も
さ
れ
、
実
行
段
階
に
入
っ
た
。

 

昨
年
度
に
引
き
続
き
、校

則
の

改
定
が
進
ん
だ
。生

徒
指
導
提

要
（
文
科
省
Ｒ
４
．
１
２
）
を

踏
ま
え
、今

後
も
定
期
的
な
見

直
し
を
位
置
付
け
る
。

 

Ｂ
 

〇
生
徒
が
主
体
と
な
っ
て
校
則
を
見
直
す
。
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
の
時
代
に
合
っ
た
校
則
に
な
れ
ば
と
思
う
。
 

〇
生
徒
主
体
で
進
め
る
こ
と
は
良
い
と
思
う
が
教
員
、
保
護
者
の
考
え
も
聞
く
必
要
が
あ
る
。
 
 
 
〇
学
習
面
で
も
心
の
面
で
も
小
学
校
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
。
 

〇
生
徒
参
画
に
よ
る
校
則
改
定
で
服
装
等
の
改
定
が
実
行
段
階
に
入
っ
た
こ
と
は
評
価
で
き
る
。
今
後
も
定
期
的
な
校
則
の
見
直
し
を
お
願
い
す
る
。
 

〇
校
則
改
定
に
向
け
た
生
徒
た
ち
の
取
り
組
み
は
十
分
だ
っ
た
と
思
う
。
 

生
徒
の
自
治
能
力
・
参
画
意

欲
を
引
き
出
す
た
め
に
定

期
的
な
校
則
見
直
し
を
位

置
付
け
る
。
 

⑤
い
じ
め
・
暴
力
・
自
死
ゼ
ロ
を
目

指
し
、
命
や
環
境
の
大
切
さ
を
実
感

す
る
教
育
を
推
進
す
る
。（

ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
、

生
徒
会
い
じ
め
ゼ
ロ
運
動
、
生
命
尊

重
等
を
テ
ー
マ
に
し
た
道
徳
授
業

地
区
公
開
講
座
、
修
復
的
対
話
講
習

会
等
の
実
施
）

 

  Ｂ
 

8
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肯
定
的
な
評
価
を
合
わ
せ
る
と
３

者
共
に
８
０
％
台
を
超
え
て
い

る
。
し
か
し
「
で
き
た
」（

M
A

X
） 

言
い
切
る
生
徒
は
５
０
％
近
く
い

る
一
方
、
保
護
者
・
教
員
は
３
０
％

未
満
と
な
っ
て
お
り
、
ギ
ャ
ッ
プ

が
認
め
ら
れ
る
。
大
人
の
目
か
ら

見
て
、
そ
の
発
生
し
て
い
る
実
態

等
に
憂
慮
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。

 

左
記
の
具
体
的
な
方
策
は
令

和
６
年
度
で
も
継
続
し
た
上

で
、道

徳
授
業
地
区
公
開
講
座

の
テ
ー
マ
は
「
生
命
尊
重
」、

「
い
じ
め
の
防
止
」を

隔
年
で

実
施
し
、そ

の
効
果
を
高
め
て

行
く
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は

地
域
の
貢
献
の
比
重
を
高
め

て
い
く
。

 

 Ｂ
 

〇
と
て
も
大
切
で
重
要
な
テ
ー
マ
で
保
護
者
も
一
緒
に
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
 

〇
い
じ
め
等
の
問
題
は
解
決
が
非
常
に
難
し
い
点
が
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
解
決
に
お
い
て
後
退
し
て
は
い
け
な
い
。
 
 
 

〇
学
習
面
で
も
心
の
面
で
も
小
学
校
と
の
連
携
が
必
要
で
あ
る
。
 

〇
私
も
セ
ー
フ
テ
ィ
教
室
に
参
加
し
、
青
梅
警
察
署
か
ら
参
考
に
な
る
お
話
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。
毎
年
、
継
続
し
て
実
施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
も
５
類
感
染
症
に
移
行
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
も
徐
々
に
元
に
戻
っ
て
き
た
。
地
域
住
民
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
で
も
あ
り
、
積
極
的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
期
待
し
て
い
る
。
 

〇
第
九
支
会
の
盆
踊
り
や
避
難
訓
練
、
文
化
祭
な
ど
の
各
種
行
事
に
、
多
く
の
生
徒
た
ち
が
ボ
ラ
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
非
常
に
感
謝
し
て
い
る
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
た
い
。
 

令
和
５
年
度
の
取
組
を
継

続
し
た
上
で
、道

徳
授
業
地

区
公
開
講
座
の
テ
ー
マ
は

「
生
命
尊
重
」、
「
い
じ
め
の

防
止
」
を
隔
年
で
実
施
し
、

そ
の
効
果
を
高
め
て
行
く
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
は
地

域
貢
献
の
比
重
を
高
め
て

い
く
。
 

⑥
長
期
欠
席
生
徒
に
対
し
、
年
間
シ

ー
ト
に
基
づ
く
支
援
を
行
う
。

1
週

間
1
回
の
家
庭
訪
問
、
学
習
支
援
及

び
社
会
性
陶
冶
の
視
点
を
重
視
す

る
。
不
登
校
担
当
教
員
の
配
置
と
そ

の
連
携
を
図
る
。

 

  Ｂ
 

7
7
.5
％

 

教
員
の
評
価
は
厳
し
く
肯
定
的
な

評
価
は
６
９
．
７
％
、
こ
の
う
ち

「
よ
く
で
き
た
」
が
２
１
．
７
％
で

あ
る
。
増
加
傾
向
に
あ
る
不
登
校

等
生
徒
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、

危
機
感
を
覚
え
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

 

次
年
度
も
不
登
校
加
配
教
員

が
配
置
さ
れ
る
見
込
み
で
、引

き
続
き
、そ

の
活
用
を
継
続
す

る
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

や
別
室
支
援
等
も
継
続
さ
せ
、

当
該
生
徒
、保

護
者
の
ニ
ー
ズ

に
基
づ
く
支
援
を
行
う
。

 

 Ｂ
 

〇
不
登
校
の
問
題
は
難
し
く
教
員
も
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
方
の
話
を
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
大
人
の
理
解
が
な
け
れ
ば
外
に
は
出
て
こ
な
い
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
い
、
無
理
に
学
校
に
来
な
く

て
も
、
課
題
を
や
る
こ
と
で
出
席
扱
い
に
す
る
等
、
柔
軟
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。
 
 
 
〇
学
習
面
で
も
心
の
面
で
も
小
学
校
と
の
連
携
必
要
。
 

〇
長
期
欠
席
等
に
つ
い
て
は
家
庭
や
本
人
等
の
問
題
も
あ
り
む
ず
か
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
解
決
に
向
け
努
力
し
て
ほ
し
い
。
 

〇
本
人
の
問
題
や
家
庭
等
の
事
情
も
あ
り
不
登
校
生
徒
に
対
す
る
支
援
は
課
題
で
あ
る
。
不
登
校
に
な
っ
た
要
因
が
少
し
で
も
分
か
れ
ば
対
応
策
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
本
人
や
そ
の
家

族
と
面
会
で
き
な
い
ケ
ー
ス
は
手
の
打
ち
よ
う
が
な
い
。
家
族
は
不
登
校
生
徒
の
将
来
を
少
し
で
も
考
え
て
あ
げ
て
ほ
し
い
と
考
え
る
。
 

〇
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
不
登
校
や
中
高
生
の
自
殺
が
増
加
、
と
の
報
道
な
ど
も
あ
っ
た
の
で
、
今
後
、
個
別
の
事
案
ご
と
の
き
め
細
か
な
対
応
を
お
願
い
す
る
。
 

個
別
の
事
案
ご
と
に
引
き

続
き
、
対
応
す
る
。
ま
た
、

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
や
別
室

支
援
等
も
継
続
さ
せ
、当

該

生
徒
、
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に

基
づ
く
支
援
を
行
う
。
 

⑦
生
徒
の
不
安
や
期
待
を
受
け
止

め
支
援
し
た
り
、
生
活
指
導
等
に
お

い
て
生
徒
の
意
見
表
明
権
を
保
障

し
た
り
す
る
場
面
を
日
常
化
す
る
。

 

 Ｂ
 

8
0
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％

 

「
思
う
」
と
言
い
切
る
生
徒
割
合

が
過
半
数
（
５
６
．
９
％
）
を
超
え

る
一
方
、
保
護
者
の
見
方
は
厳
し

く
１
６
．
０
％
に
留
ま
る
。
教
員
も

２
３
．
９
％
と
低
い
。

 

保
護
者
の
願
い
を
受
け
止
め
、

教
員
の
実
践
を
高
め
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
特
に
、
保
護
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
意
図
し
て
い
く
。

 

 Ｂ
 

〇
教
員
と
保
護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
大
切
で
あ
る
。
ま
た
生
徒
は
学
校
の
先
生
で
は
な
い
大
人
と
の
ふ
れ
あ
い
が
あ
る
と
良
い
と
思
う
。（

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
そ
の
１
つ
）
 

〇
思
春
期
の
時
期
で
も
あ
り
、
生
徒
に
寄
り
添
う
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
 
 
 
〇
学
習
面
で
も
心
の
面
で
も
小
学
校
と
の
連
携
必
要
で
あ
る
。
 

〇
生
徒
の
意
見
を
尊
重
し
、
生
徒
が
先
生
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
先
生
と
生
徒
と
の
環
境
作
り
が
大
切
だ
と
思
う
。
 

〇
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
や
生
徒
た
ち
が
相
談
し
や
す
い
環
境
や
雰
囲
気
作
り
に
配
慮
お
願
い
す
る
。
 
 
 
〇
生
徒
、
保
護
者
と
教
員
と
の
関
係
性
の
、
一
層
の
充
実
を
お
願
い
し
た
い
。
 

生
徒
や
保
護
者
の
お
気
持

ち
や
お
考
え
に
寄
り
添
い

な
が
ら
合
意
形
成
が
得
ら

れ
る
よ
う
努
力
す
る
。
 

（ 未 来 を 拓 こ う ） 

た く ま し い 体 つ く ろ う 

    自
分
と
皆
の
幸
福
を
創

造
す
る
。

 

⑧
青
梅
学
を
通
し
て
理
想
と
す
る

青
梅
を
探
究
す
る
こ
と
に
よ
り
幸

福
な
日
本
・
世
界
を
創
造
す
る
。

 

 Ｂ
 

7
7
.5
％

 

「
で
き
た
」
と
言
い
切
る
割
合
は

生
徒
５
６
．
６
％
、
教
員
６
５
．

２
％
で
両
者
共
に
比
較
的
良
好
で

あ
る
。
特
に
教
員
で
前
年
比
１
７
．

２
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
。

 

次
年
度
も
継
続
し
、青

梅
学
を

通
じ
て
の
日
本
人
と
し
て
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
育
成

す
る
。

 
Ｂ

 

〇
青
梅
学
は
良
い
と
思
う
。
新
町
地
区
の
歴
史
等
を
授
業
に
で
き
た
ら
良
い
。
 
 
〇
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
の
良
さ
を
知
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
と
思
わ
れ
る
。
 

〇
在
学
中
の
子
供
を
見
て
い
る
限
り
良
い
と
思
う
。
 
 
 
〇
多
摩
川
の
上
流
域
で
東
京
都
の
中
で
は
自
然
が
豊
か
な
青
梅
市
。
ま
ず
は
自
分
が
住
む
青
梅
市
の
良
い
と
こ
ろ
を
理
解
し
日
本
、

世
界
に
は
ば
た
く
新
町
中
学
生
に
な
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
 
 
 
〇
私
も
青
梅
に
住
ん
で
３
０
年
余
り
に
な
る
が
、
意
外
と
青
梅
の
歴
史
や
来
歴
は
よ
く
知
ら
な
い
。
青
梅
の
古
刹
や
新
町
 

御
嶽
神
社
な
ど
を
巡
っ
て
、
そ
の
由
来
な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
 

青
梅
校
外
学
習
等
を
継
続

し
、
青
梅
学
を
通
じ
て
の
日

本
人
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
育
成
す
る
。
 

⑨
自
治
能
力
と
責
任
を
高
め
る
学

校
行
事
（
運
動
会
、
合
唱
コ
ン
ク
ー

ル
、
宿
泊
行
事
、
校
外
学
習
）、

生
徒

会
活
動
等
を
行
う
。

 

 Ｂ
 

8
2
.5
％

 

「
で
き
た
」
と
言
い
切
る
生
徒
割

合
は
７
８
．
７
％
前
年
比
で
２
６
．

４
％
も
改
善
し
た
。
コ
ロ
ナ
が
終

息
し
、
生
徒
が
活
躍
し
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
る
。

 

次
年
度
も
継
続
し
、生

徒
の
自

治
能
力
と
責
任
感
を
高
め
て

い
く
学
校
行
事
等
を
行
う
。

 
Ｂ

 

〇
運
動
会
等
（
体
育
委
員
中
心
）
生
徒
で
運
営
し
て
い
く
。
数
年
前
よ
り
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
か
な
り
で
き
て
い
る
と
思
う
。
 
 
 
〇
今
後
も
継
続
的
に
推
進
を
願
う
。
 

〇
全
て
の
学
校
行
事
に
対
し
、
生
徒
た
ち
は
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
所
が
す
ば
ら
し
い
と
思
う
。
 
 
 
〇
在
学
中
の
子
供
を
見
て
い
る
限
り
良
い
と
思
う
。
 

〇
素
晴
ら
し
い
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。
学
校
生
活
を
通
じ
で
、
一
つ
の
仕
事
に
責
任
を
も
っ
て
や
り
遂
げ
る
こ
と
は
自
信
に
な
り
、
充
実
感
を
得
る
こ
と
で
生
活
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
繋
が
っ
た
り
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
気
持
ち
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
生
徒
の
自
治
能
力
形
成
に
向
け
た
ご
指
導
を
こ
れ
か
ら
も
お
願
い
す
る
。
 

次
年
度
も
継
続
し
、
生
徒
の

自
治
能
力
と
責
任
感
を
高

め
て
い
く
学
校
行
事
等
を

行
う
。
 

⑩
９
年
間
を
見
通
し
た
キ
ャ
リ
ア

教
育
、
小
中
一
貫
教
育
の
推
進
（
職

場
体
験
、
小
６
中
学
校
体
験
授
業
を

含
む
）

 

Ｂ
 

7
5
.0
％

 

「
で
き
た
」
と
言
い
切
る
生
徒
の

割
合
は
６
９
．
５
％
で
、
教
員
は
著

し
く
低
い
。
小
中
一
貫
教
育
が
そ

の
影
響
を
与
え
て
い
る
。

 

特
に
２
年
生
で
進
路
学
習
を

よ
り
反
映
す
る
必
要
が
あ
る
。

小
中
一
貫
教
育
は
課
題
解
決

に
迫
る
方
策
を
検
討
す
る
。

 

 Ｂ
 

〇
や
は
り
勉
強
の
面
で
難
し
い
と
思
う
。
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
は
精
神
的
な
も
の
も
含
め
て
、
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
。
 
 
 
〇
在
学
中
の
子
供
を
見
て
い
る
限
り
良
い
と
思
う
。
 

〇
将
来
の
小
中
一
貫
教
育
も
視
野
に
入
れ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
 
 
 
〇
小
中
一
貫
教
育
は
小
学
校
の
学
習
で
定
着
し
な
か
っ
た
内
容
を
中
学
校
で
補
う
こ
と
が
で
き
た
り
、
不
登
校
の
減
少
に

つ
な
が
っ
た
り
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
小
中
と
９
年
間
子
ど
も
を
見
続
け
て
い
る
先
生
が
い
る
の
で
子
ど
も
も
安
心
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
が
、
小
学
校
と
中
学
校
の
節
目
が
な
く
な
り
気

持
ち
の
切
り
替
え
や
進
学
す
る
充
実
感
が
子
ど
も
た
ち
に
な
く
な
る
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
る
。
 

〇
既
に
対
処
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
思
う
が
、
数
学
な
ど
基
礎
か
ら
の
積
み
上
げ
が
重
要
な
科
目
に
つ
い
て
は
、
新
町
小
学
校
な
ど
と
連
携
し
て
振
り
返
り
学
習
が
で
き
る
よ
う
な
環
境
、
体
制
整

備
を
お
願
い
す
る
。

 

左
記
改
善
策
を
推
進
し
て

い
く
上
で
数
学
の
課
題
は

大
き
い
の
で
、小

中
連
携
図

る
上
で
焦
点
化
を
模
索
す

る
。
 

＜
学
校
経
営
方
針
の
重
点
＞

 
自
分
と
人
類
の
幸
福
創
造
す
る
人
材
の
育
成
の
視
点
（

A
g
e
n
c
y
教
育
【

O
E
C

D
 

L
e
a
rn

in
g
C

o
m

p
a
s
s
2

0
3

0
】）

に
立
っ
て
新
町
中
教
育
目
標
に
迫
る
。

 

１
 
進
ん
で
学
ぼ
う

  
 

 
 

 
２

 
美
し
い
心
を
育
て
よ
う

 
 

 
 

 
 
３

 
た
く
ま
し
い
体
を
つ
く
ろ
う
（
未
来
を
拓
こ
う
）

 

●
評
価
基
準
 
 
９
０
％
以
上
達
成

A
、
 
７
０
％
以
上
達
成

B
、
 
５
０
％
以
上
達
成

C
、
 
５
０
％
未
満

D
と
す
る
。
 
 

 

●
自
己
評
価
方
法
 
 
※
保
護
者
及
び
生
徒
ア
ン
ケ
ー
ト
も
加
味
し
、
評
価
す
る
。（

教
員
５
０
％
、
保
護
者
２
５
％
、
生
徒
２
５
％
）
 



 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
３月・４月前半の予定  ★給食あり  ＳＴ：ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟｸﾗｽ（放課後補充教室） 

月 火 水 木 金 土・日 

3 月 ４★ ５★ ６★ ７★ ８★ ９・１０ 

３年特別時間割始 
３年ﾃﾞｰﾄ DV 講演 
３年ﾕﾆｾﾌ講演 

２年高校の先生のお話 
2 年保護者会 
安全指導 
 
ＳＣ来校 

1 年保護者会 
 
 
ＳＴ 
 

 
 

3 年球技大会 
 
 
ＳＴ 

９  

都立高後期・
二次入試 
 

１１★ １２★ １３★ １４★ １５★ １６・１７ 

3 年⑤⑥カット 
 
 

生徒会朝礼 
3 年⑤⑥カット 
 
 
ＳＣ来校 

3 年卒業式予行 
3 年⑤⑥カット 
 
再登校 16:00 

3 年⑤⑥カット 
1･2 年⑥カット 

3 年⑤⑥カット 
1･2 年⑥カット 
避難訓練 

 

１８★ １９ ２０ ２１★ ２２★ ２３・２４ 

卒業式前日準備 
3 年⑤⑥カット 
1･2 年⑥カット 
 
再登校 16:00 

卒業式 
※２年全員と１年
代表生徒は登校、
それ以外の 1･2
年は家庭学習 

 
春分の日 
 

２年球技大会 
1･2 年⑥カット 
 
 

１年球技大会 
大掃除 
1･2 年⑥カット 
給食終 

春休み開始 

２５ ２６ ２７ ２８ ２９ ３０・３１ 

終了式 都立高定時制二
次入試 

   
 

４月１日 ２ ３  ４  ５ ６・７ 

 
 

   春休み終了 
 

８ ９ １０★ １１★ １２★ １３・１４ 

始業式 
着任式 
教科書配布 
（新２・３年） 

入学式 
※新２年全員と新
３年代表生徒は登
校、それ以外の新
2･3 年は家庭学習 

給食開始 
新入生歓迎会 
特別時間割始 

内科検診 
写真撮影 

耳鼻科検診  

※お子
こ

様
さま

のことでご相談
そうだん

がある場合
ば あ い

は、教員
きょういん

の他
ほか

、スクールカウンセラー（SC）もぜひご利用
り よ う

ください。（アポイント先：副校長
ふくこうちょう

、養護
よ う ご

教諭
きょうゆ

：電話 0428-31-0411） 

予定
よ て い

は変更
へんこう

になる場合
ば あ い

があります。変更
へんこう

が生
しょう

じた際
さい

は別途
べ っ と

、連絡
れんらく

いたします。 

〇部活動
ぶ か つ ど う

、がんばっています １／２７～２／２５ ※敬称略 ※青梅マラソン含む 
部活動名 大会名　　 団体／個人 大会日 対戦校 勝敗結果 結果内容詳細

男子バレー 第８ブロック冬季バレーボール研修会 団体 2月11日 右記記載 負 羽村一、あきる野増戸

Eブロック冬季大会【2部】シングルスの部 個人 2月4日

2D新谷紘人　ベスト３２

2C綱島琉介　ベスト３２

1B鈴木悠太　２回戦進出

1C若林佑樹　２回戦進出

1D小湊脩友　２回戦進出

Eブロック冬季大会【2部】ダブルスの部 個人 2月11日

2C綱島琉介・2D奥秋零王ペア　３回戦進出

1B鈴木悠太・1C若林佑樹ペア　２回戦進出

1D小湊脩友・1C野中絆翔ペア　２回戦進出

関東中学校選抜野球交流大会 団体 2月24日 右記記載 負 千葉県松戸第五、埼玉県鳩ヶ谷

関東中学校選抜野球交流大会 団体 2月25日 右記記載 負 栃木県上三川連合

陸上 第62階東京都中学校ロードレース大会 個人 1月28日 女子１年西部１km競走　第３位　1D比留間ゆき

サッカー 第８ブロック冬季大会 団体 1月27日 右記記載 勝 あきる野西・五日市・秋多（合同チーム）

剣道 第８ブロック冬季研修大会 個人 2月4日

男子個人戦　2A吉冨柊翔　第５位（ベスト８）

　　　　　　2B高橋侑吾　第５位（ベスト８）

女子個人戦　1D久子紗和　１回戦勝利

柔道 東京都中学校学年別柔道選手権大会 個人 1月21日 中学一年生　男子軽量の部　優勝　1C水村獅子

※ 第56青梅マラソン 2月17日 中学生の部3km男子　第３位　3C横井塁

バドミントン

野球


